
４

市
内
に
あ
る
再
エ
ネ
施
設
を
説
明
員
が
無
料
で
ご
案

内
し
ま
す
。
町
内
の
勉
強
会
や
子
ど
も
会
の
施
設
見
学

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
送
迎
が
必
要
な
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
種
団
体
の
研
修
会
へ
の
出
前
講
座
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
果
物
の
皮
な
ど
水
分
の
多
い
生
ご
み
が
増

え
る
８
月
を
、
み
ん
な
で
生
ご
み
の
水
切
り
に
い
つ
も

以
上
に
取
り
組
む
｢オ
ー
ル
あ
き
た
水
切
り
月
間
｣と

し
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
て
、
み
ん
な
で
ご
み

減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

生
ご
み
減
量
に
効
果

の
あ
る
｢家
庭
用
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
｣を
無
料

で
お
貸
し
し
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
、
環
境

都
市
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
▼

最
大
処
理
量
約
700
g
と
約
１
kg
の
２
台
か

ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
８
日
間
以
内
。

返
却
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

◆
｢生
ご
み
は
ギ
ュ
ッ
と
水
切
り
｣

水
分
が
減
る
と
こ
ん
な
効
果
が
！

・
ご
み
の
臭
い
が
軽
減
し
ま
す

・
ご
み
出
し
の
時
、
袋
が
軽
く
な
り
ま
す

・
ご
み
処
理
に
必
要
な
燃
料
が

少
な
く
済
み
ま
す

◆
自
分
に
合
っ
た
方
法
＆

ア
イ
デ
ア
を
試
し
て
み
よ
う

・
野
菜
は
食
べ
な
い
部
分
を
切

っ
て
か
ら
洗
う
と
、
余
計
な

水
分
が
ご
み
に
入
り
ま
せ
ん

・
果
物
の
皮
、
野
菜
く
ず
、
お

茶
が
ら
な
ど
は
一
晩
乾
か
す

と
軽
く
な
り
ま
す

スイカの皮を自然乾燥で

環境都市推進課☎(888)5708

秋
田
市
に
あ
る
再
エ
ネ
施
設
の
発
電
出
力

▼

冬
の
季
節
風
を
活
用
し
た
大

型
風
車
43
基
＝
合
計
出
力
８

万
573
kW

▼

雪
国
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
る

太
陽
光
発
電
所
＝
合
計
出
力

約
４
万
kW

▼

県
内
の
間
伐
材
な
ど
を
燃
料

と
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
＝
出
力
３
万
910
kW

▼

家
庭
ご
み
の
燃
焼
熱
で
発
電

す
る
廃
棄
物
発
電
所
＝
出
力

８
千
500
kW

▼

岩
見
ダ
ム
の
貯
水
で
発
電
す

る
水
力
発
電
所
＝
出
力
５
千

400
kW

▼

生
ご
み
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を

発
生
さ
せ
燃
料
と
す
る
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
所
＝
出
力
730
kW

な
ぜ
再
エ
ネ
が
必
要
な
の
？

①
国
内
の
電
気
の
約
80
％
は
、
化
石
燃
料
(石
油
･石

炭
･天
然
ガ
ス
)を
燃
や
す
火
力
発
電
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
こ
れ
ら
化
石
燃

料
の
使
用
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
約
10
％
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
再
エ
ネ
を
増
や
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
見
学
で
も
っ
と
再
エ
ネ
を
知
り
ま
し
ょ
う

総合環境センター
(メガソーラー)

秋田公立美術大学
(ペレットボイラー)

岩見ダム
(水力発電)

秋
田
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

(再
エ
ネ
)施
設
が
あ
り
、
そ
の
発
電
量
は
、
市
内
の
家
庭
で
使
用
す
る
電

気
の
約
80
％
に
相
当
し
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
国
は
、
再
エ
ネ
を
主
力
電

源
化
す
る
こ
と
に
決
め
、
さ
ら
な
る
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

〝
人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
あ
き
た
〟
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

今
一
度
再
エ
ネ
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

環
境
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
４
／
広
報
ID
番
号
１
０
０
６
０
７
３
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【
投
票
時
間
】
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

(河
辺
･雄
和
地
域
は
午
後
７
時
ま
で
)

投
票
の
際
、
投
票
所
入
場
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛
失
し
て

も
、
投
票
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
。
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、
受
付
で
お

話
し
く
だ
さ
い
。
秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
☎
(８
８
８
)５
７
８
６

■
期
日
前
投
票
は
７
月
20
日
(土)
ま
で

(事
前
に
入
場
券
裏
面
の
｢宣
誓
書
｣に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階
、
西
部
市
民
Ｓ
Ｃ

３
階
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

▼

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
、
雄
和
市
民
Ｓ

Ｃ
１
階
、
岩
見
三
内
･大
正
寺
の
各
連

絡
所
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼

秋
田
駅
西
口
２
階
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
２
階

…
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

■
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

▼

｢牛
島
小
学
校
｣→
｢南
部
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
別
館
｣に
変
更

▼

｢種
沢
自
治
会
館
｣→
｢太
子
前
自
治
会

館
｣に
変
更

Ｓ
Ｃ今

年
９
月
に
北
部
･南
部
の
各
市
民

Ｓ
Ｃ
の
自
動
交
付
機
の
稼
働
を
終
了

し
、
来
年
９
月
末
に
は
市
内
す
べ
て
の

自
動
交
付
機
の
稼
働
を
終
了
し
ま
す
。

◆
自
動
交
付
機
の
稼
働
終
了
後
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
便
利
で
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
こ
こ
が
便
利
！

▼

利
用
時
間
は
午
前
６
時
30
分
〜
午
後

11
時
(戸
籍
の
証
明
書
は
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
、
土
･日
、
祝
日
は
午

後
５
時
ま
で
)

▼

自
動
交
付
機
で
は
取
得
で
き
な
か
っ

た
所
得
･課
税
証
明
書
も
取
得
で
き
ま

す
(最
新
年
度
の
み
。
未
申
告
の
場
合

は
窓
口
で
申
告
が
必
要
で
す
)

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
街
頭
に
あ
る
自
動

証
明
写
真
機
か
ら
申
請
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

交
付
申
請
書
(通
知
カ
ー
ド
と
つ
な
が

っ
て
い
た
下
の
部
分
)が
お
手
元
に
あ

る
場
合
、
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
請
で
き
ま
す
。
交
付
申
請

書
が
な
い
場
合
は
、
お
送
り
し
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
に
対
応

し
た
自
動
証
明
写
真
機
か
ら
も
申
請
で

き
ま
す
(写
真
代
は
別
途
か
か
り
ま

す
)。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
交

付
申
請
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
入
口
に
設
置

し
て
い
る
写
真
機
は
、
午
前
７
時
〜
午

後
10
時
に
利
用
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
日
程
で
写
真
を
無
料
で

撮
影
し
、
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
=
７
月
23
日
(火)
▼

25
日
(木)

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ

=
７
月
30
日
(火)
▼

８
月
１
日
(木)

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
=
８
月
６
日
(火)
▼

８
日
(木)

…
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
。
他

の
市
民
Ｓ
Ｃ
で
の
日
程
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
課
=
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
毎
月
第
４
土
曜
日
と
翌
日
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

選考理由u本作品は、飯島地区

の歴史や文化、旧跡などをわ

かりやすく映像にまとめたも

ので、特に学校における郷土

の学習において貴重な作品で

あるとして、教育的な観点か

ら高く評価されました。

令和元年度

秋田市文化選奨は、芸術･学

術などの各分野において、優

れた作品を発表し、市の文化

の向上に貢献されたかたに贈

られます。今年度の受賞者は

下記のかたです。

永
� �

木
�

宏明さん
(飯島)

【作品名】
DVD｢飯島逍

���

遙
� �

〜そこに歴史が〜｣

問 文化振興課☎(888)5607

秋田市
文化選奨

７
月
21
日
(日)
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日

こ
の
一
票
で
 輝
く
未
来
 令
和
の
時
代

【部門】社会文化

北
部
･南
部
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

の
自
動
交
付
機
が
終
了

【受賞者】

＊表彰式は、７月24日(水)午後４時
から、秋田ビューホテル４階飛翔
の間で行います。


